
  

市立小樽美術館 
〒047-0031 小樽市色内 1 丁目 9 番 5 号  

TEL:0134-34-0035 

柴橋伴夫（美術評論家・本展監修） 
 

1947 年北海道岩内に生まれる。1974 年より詩と批評「熱月

テルミドール」編集委員を経て、「21ACT」アートコラム担当、

1993 年「美術ペン」編集人となる。1979 年文化核「ゆいま

ある」を代表菱川善夫、中森敏夫、斎藤芳広と結成。ゆいまあ

る主催で、「南島幻視行 北村皆雄映像個展」「アイヌ舞踏曲コ

ンサート」「いけばなと建築―その原空間」「大野一雄舞踏―石

狩の鼻曲がり」などを企画した。 

また、自ら道内美術の活性化を企図し、「ダダ展」「立体の地平

展」「抽象の現在展」「日本画の現在展」「季の会」を開催。美

術評論を軸に芸術家の評伝をライフワークにしている。 

●現在：荒井記念美術館理事、北海道美術ペンクラブ同人、「美

術ペン」編集人、文化塾「サッポロ・アートラボ」代表。 

 

 

2024 年5 月 25 日(土） 

14：00－15：30 
市立小樽美術館 1 階研修室 
要観覧料 一般 600 円・市内高齢、高校生 300 円・中学生以下無料 

定員 100 名様  

お申込み（tel 0134-34-0035） 

 
※聴講には観覧券をお求めください。 
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SEVEN DADA’S BABY再考  7 人のアヴァンギャルド 

2024 年 5 月 11 日（土）～6 月 30 日（日） 
開館時間／9：30～17：00  休館日／毎週月曜日  

特別展SEVEN DADA’S BABY再考  7人のアヴァンギャルド 

記念講演会 

特
別
展
記
念
講
演
会 



 

 

[定価本体]  3,000 円＋消費税 
 

[取扱い]  市立小樽美術館協力会 

  ミュージアムショップ“小さな旅”   
 

※本書の販売は、特別展「SEVEN DADA’S BABY再考   

7 人のアヴァンギャルド」の会期中のみとさせていただきます。 

 

 

 

展
覧
会
同
時
刊
行 

書
籍
の
御
案
内 

  

 

 

一原有徳 Com Zon 1992-1（部分）      ※出品作品ではありません 

 

『アバンギャルドバード 一原有徳』 
柴橋伴夫 著（詩人・美術評論家） 

藤田印刷エクセレントブックス 

2024 年 

5/25(土） 

発売！ 
 

市立小樽美術館協力会 
〒047-0031 小樽市色内 1 丁目 9 番 5 号  

お問い合わせ 市立小樽美術館協力会（tel 0134-34-0035） 
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1960 年神奈川県立近代美術館作品買上。東京画廊で個

展開催。1962 年東京国際版画ビエンナーレ招待出品。

ニューヨーク近代美術館作品買上。1975・79 年北海道

秀作美術展優秀賞受賞。1981 年北海道現代美術展北海

道立近代美術館賞受賞。1990 年北海道文化賞受賞。

1996 年地域文化功労者の文部大臣表彰。1998 年一原有

徳・版の世界展。2001 年北海道功労賞受賞。2011 年市

立小樽美術館３階に一原有徳記念ホール開設。 
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一
原
有
徳
と
い
う
男
が
い
た
。
マ
ル
チ
な
才
能
を
謳
歌
し
た
。
私
に

と
っ
て
は
、
最
も
敬
愛
す
る
芸
術
家
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
上
に
、

い
つ
も
私
の
つ
た
な
い
批
評
に
耳
を
か
た
む
け
て
く
れ
、
ダ
ダ
イ
ズ
ム

を
主
体
に
し
た
二
つ
の
私
の
企
画
展
「「S

E
V
EN DA

DA' S BA
BY

」「
帰
っ

て
き
た
ダ
ダ
っ
子
」
に
無
条
件
で
参
加
し
て
く
れ
た
。
血
は
つ
な
が
っ

て
い
な
い
が
、「
叔
父
」
さ
ん
的
存
在
だ
っ
た
。
い
や
、
あ
る
時
は
、
私

を
温
か
く
つ
つ
み
こ
ん
で
く
れ
た
「
父
親
的
存
在
」
で
も
あ
っ
た
。「
叔

父
」
さ
ん
は
人
が
大
好
き
、
山
が
大
好
き
、
そ
し
て
誰
も
や
っ
た
こ
と

が
な
い
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
。 

版
画
の
世
界
で
は
、「
世
界
の
一
原
」
と
ま
で
い
わ
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た

が
、
私
は
そ
ん
な
こ
と
を
一
度
も
き
に
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
一

原
は
そ
ん
な
意
識
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
い
つ
も
平
然
と
し
て
い

た
。
私
は
一
原
の
こ
と
を
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
バ
ー
ド
」
と
呼
ん
で

い
き
た
い
。
つ
ま
り
「
前
衛
鳥
」
だ
。
一
原
と
い
う
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ

ル
ド
バ
ー
ド
」
は
、
少
年
期
か
ら
青
年
期
に
お
い
て
苦
と
貧
の
時
を
潜

り
ぬ
け
た
。
そ
れ
は
自
分
探
し
の
疾
風
怒
濤
の
旅
で
も
あ
っ
た
。 

（
ま
え
が
き
よ
り
） 
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